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藤原愛子提出論文内容要旨
 第一編正常血清の作用
 Freund・等が,正常人血清は,人癌細胞に対し破壊的に作用するに反し,癌患者血清にはそれ
 が欠如している票を見,最近,Pillemer等は,正常人1皿清中の先天性免疫体としてのpro-
 perdinが,これに関与していると述べているD著者は一各種動物正常阻清中の、ラツテ単核
 細胞,吉田肉腫,二一ルリツヒ腹水癌及びSarooma180細胞等の遊離細胞に対する細胞溶解
 能を測定し,之等とPrつperdin及び補体の関係を追求せんとしたD
 細胞菱形率測定法は・反応系とし,稀釈巨匠清0・5HIlに.一細胞浮遊液「50D万/皿1)0・2ml
 を混合し,57℃50分間mcubate后,ThOma氏i血球計算盤内に入れ,光学顕微鏡で,細
 胞変形率を測定した。
 補体価及び補体成分価は,50%溶血単位を用いた。
 実験1:前述した四種の細胞に対する各種動物正常血清の細胞溶解能を測定した。俗解能は,
 動物の種類により異なるが,同種の細胞に対しては,溶解能を欠如する。ラツテ単核細胞に対し
 ては,之等腫瘍細胞に対するよ9も溶解度が軽度である。
 実験皿:ラツテ肝粉米で吸収した動物血清は,之等腫瘍細胞に対しては溶解能を有するが,ラ
 ツテ単核細胞に対しては,溶解能を認めない。
 実験班:加熱非勧化した餐種動物血清は,何れの細胞に対しても溶解能を欠如し,モルモット
 血清添加により恢復しない。一方,抗原抗体反応による脱補体后の血清に於いても溶解能欠如する
 が,モルモット補体添加により恢復する。この事は,正常皿清中には1補体以外の易熱性溶解悶
 子が存在している事を示している。
 実験工V:各種動物血清の補体価及び補体成分価と細胞溶解能の閲には,相関がみられないが,
 補体のほとんど無い,牛,羊,山羊等の皿清では,細胞溶解能は認められない。
 実験V:各種動物正常虹匠清中のpropero瓢と細胞溶解能の関係は,properdinを除牽
 した血清でも細胞溶解能の低下しない事から・実験盈で述べた易熱性細胞溶解因子は,Prop-
 erdinと同一のものでないと考える。properdmを除去した血清〔Rp)は,Pille一
 斑rの方法により作成した。
 実験w:人血清の吉田肉腫細胞による吸収(4℃)でも,細胞溶解の場合と同様,補体が消費さ
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 れる。その程度は,細胞溶解r57℃)の場合ほどではないが,全補体成分を消費している。叉,
 吸収及び溶解后の人血清は一最早,吉田肉腫細胞に対して,溶解性を示さない。
 第二編免疫血清の作用
■
 吉田肉腫免疫血清の細胞溶解能に関する報告はない。従って,これの腫瘤特異性及び補体との
 関係を,正常血清の場合と比較檎討した。
 材料:正常細胞としてラツテ肝を}腫痩細胞として,吉田肉腫,Ebrlich腹水癌及びSar-
 co皿a180免疫∬旦清を用いた。之等細胞とFreundadjuvan七の混合物を隔日一ケ月間兎
 筋肉内注射免疫,最終注射上り→趨間居,採血した。細籠壌形率測定法は,第ヨ…1概述'獣ジ職能同様てある。
 実験工二正常兎血L済,抗うツテ肝兎血清及び抗吉田肉腫兎血1詰の非勧化躁1乍后の状態を比較し,
 前者の成績は,第一r編実験∬と同様,後二者の免疫血清は加熱非勧化及び脱補体操作に上り1容解
 能を消失するが,モルモット血購添加により依復する。之等免細面紳の細胞溶解々勿質は,吊11撚
 性物質である。叉,同様に補体の存在に於いてのみ細胞溶解をあらわす。
 実験五二前述の三種庫11瘍免疫血清及びラツテ肝免疫血清の前述した四種細胞に対する溶解性は・
 かなりの交叉性が認められる。脱補体及びラツテlll粉末吸収后,モルモット血清を添加した匝清
 はラツテ単核細胞に対し溶解性を失い,抗吉田肉胆血清は,吉田肉腫にのみ特異的に作用す。
 実験皿二・抗うツテ肝兎血清と抗吉田肉腫兎1阻清を,ラツテ肝粉末,Kaolin及びAlumi一
 エユaにより吸収すれば、抗うツテ肝兎血清は,ラツテ肝粉末によってのみ特異的に吸着され,吉
 田肉腫に対する溶解性が減少する。一方,抗吉田肉腫兎血清は,溶澱性が維持されている。
 実験W:実験丑の成績にみられる如く吉田肉腫に特異た脱補体及びラツテ肝吸収せる抗吉田肉
 腫兎血清で感作した吉田肉腫細胞に対する補体成分の結合する順序をみるために1種々の補体成
 分を欠(,補体成分測定試薬を作用させると,0∠が最初に1結合し,又全成分を必要とする。
 実験V:感作吉田肉腫細胞と,感作羊赤豆E球に補体成分測定試薬を作用させ,細胞溶解度と溶
 血度との間に平行関係の存在しない事を見た。
 第一編及ぴ第二編の総括
 正常動物血清の異種細胞溶解反応にあづかる物質は,properdin及び補体自身でなく,易
 熱性の細胞溶解因子で,補体の存在においてのみ作用を呈する。ラツテ単核細胞に対する溶解作
 用は,ラツテ肝粉末吸収により除去される。抗腫瘍兎免疫血清中には一自然免疫体としての易熱
 性細胞溶解因子と,ラツテ正常細胞に対するラツテ種特異抗体と,腫瘍特異抗体が存在し,優二
}%.』
 者は,耐熱性であり,ラツテ種特異抗体は,ラツテ肝粉末吸収により除去される。第二編実験且
 より,脱補体ラツテ肝吸収せる抗吉田肉腫兎血清は1モルモット血清添加により,特異的に吉田
ノ
 肉腫細胞に作用する事を知り,著者が・感作吉田肉腫細胞と名づけたものに対し,先づσ4が結
 合するが,その他の補体成分の結合順序については不明であった。然し,細胞溶解成立には,明
 らかに全補体成分が必要である。感作羊赤血球の溶血に於ける過程と些が異なる事を認めた。
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審査  結.'果  。) 要
 b臼
 著者は,本論文に於いて.ラツテ単核細胞,吉田肉腫細胞,エールリツヒ腹水癌細胞,Sar-
 COma180細胞の如き遊離細胞に対する血清の溶解能をin▽itroで測定する方法を吟味
 し,この細胞溶解反応に冷ける補体の作屠を明らか比する事を目的としている。
 第一一編では,前述四種細胞に対する正灘血清の作用を観察している。即ち,正常細胞として
 のラッチ単核細胞に対しても異種の血清は細胞溶解を示すが,腫瘍細胞を溶解する能力の方が
 大である。ラッチ肝粉末で吸収した血清は,最早,ラツテ単核細胞に対し熔解能を失う事を見
 ている。又56℃50分加熱非彷化及び筑原抗体反応により脱補体した動物血清では,溶解能
 を認め支い;が,モルモット1血1清補体添加により」前者は,溶解能を回復しないが,後者は回復
 をみる事から,正常∫血清による細胞熔解反応は,補体以外の易熱成分によりひきおこされ,補
 体を必要とする現象である事を認めている。叉この慕は,各種動物正常血清の補体価及び補体
 成分価を測定し,この価と細胞溶解能が平行しない事から補体とは異なる因子により起る事が
 明らかとなった。こ・.・り易熱性で補体を必要とする因子は,先天性免疫体として知られている
 PrOperd.inとは,同～のものでなレ、事も示:している。即ち,正常豆注清による細胞溶解反応
 は,PrOperOinとは異った易熱性因子によりひき起され,補体を必要とする反応である
 事を明らかにしている。
 第二締ては,免疫血清による細胞溶解を論じている。正常細胞免疫i血清として抗うツテ肝兎
 血清を,腫瘍免疫血清として抗吉田肉腫兎血清,抗工一ルリッヒ腹水癌兎n肚清,抗8arco孤a
 180兎迎清を作成し,第一編で述べた正常血清の細胞溶解と比較した。免疫血清による作用
 は耐熱性因子によりむこり,これも叉,補体を必要とする反応である事を知った。叉,脱補体
 後,ラッチ肝粉末吸収した吉田肉腫兎血清は,他の三種の細胞には作用せず,吉田肉腫にのみ
 作用する事を知った。従って,この脱補体ラツテ肝吸収抗吉田肉腫兎血清をもつて感作した吉
 田肉腫細胞を用い,これらに補体成分がいかなる順序で結合し細胞溶解が完成するか検討し,
ノ
 ρ4(補体第四成分)が先ず感作吉田肉腫細胞に結合し,他の三つの補体成分がいかなる順序で
 結合するか不明であるが・全補体成分を必要とする事を知った。.しかし溶面性補体と'は多少異
 っている事も明らかにした。 畢
!
 以上,自然免疫系及び免疫血清の細胞溶解機構を,補体との関係にお・いて朋らかにした事は,
 意義ある事て'ある。
 ・一?a一
